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三 田 純 義・清 水 貴 史
表１ 材料試験機の仕様
最 大 荷 重 500N
最大送り速度 0.1m/min
ストローク 125mm





































モ ー タ の 機 種 日本サーボ RH9PK60N
出 力 60W
電 圧 ／ 周 波 数 Ac100V／50Hz
定 格 ト ル ク 441ⅿN・m
定 格 回 転 数 1300min??
ギヤヘッド機種名 日本サーボ 9H180KBN
減 速 比 1：180
表３ 角ねじの諸元
材 質 快削鋼
角 ね じ の 外 径 30mm
角 ね じ の 谷 の 径 26mm
角 ね じ の ピ ッ チ 4mm
角 ね じ 部 の 長 さ 300mm
プーリ取り付け軸の径 12mm
表４ 歯付きプーリの緒元
プ ー リ の ピ ッ チ 5.08mm
モータ側プーリの歯数 32
角ねじ側のプーリの歯数 72





























型 名 東京測器研究所 TCLZ-500NA
容 量 500N
表６ レーザー変位計の仕様
型 名 松下電工 ANR1215
測定中心距離 130mm
測 定 範 囲 ±50mm
分 解 能 0.02mm/10Hz
図６ 材料試験機の計測・制御システム















































































































































































①のり付け 1.9  2.0
②荷重点、支点の補強 2.1  2.3
③全体的補強 1.9  2.5
④三角形・四角形の構造
的補強 1.7  2.3
⑤縦長断面 2.2  1.9
平 均 値 2.0  2.2
標準偏差 0.53  0.59
有 意 差 なし
表10 曲げ時の最大荷重
最大荷重 中学生 14名 大学生 21名
平 均 値 77N  73N
標 準 偏 差 38N  48N
有 意 差 なし
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るために折り目を入れ、きれいに折ります。こ
のことに興味がありますか。
③身の回りの機械やおもちゃを分解して、その仕
組みを調べてみたいですか。
④橋や城などの建物の模型を作りたいですか。
⑤仕組みが分からなくても、とりあえず、機械や
道具などを使えればいいと思いますか。
⑥ものを作るときに、できたものがどのくらいの
強さになるか考えて作りますか。
⑦自転車では鉄やアルミニウムのパイプを組み合
わせ、三角形にしてあります。どうして三角形
にしてあるのか、興味がありますか。
⑧本棚の、本を載せる部分の裏がどうなっている
のか観察し、なぜそうなっているのか興味があ
りますか。
⑨生活や遊びの中で、橋や建物、鉄棒（体育の授
業）などの強さを考えたことはありますか。
⑩薄い鉄板は容易に曲げられますが、薄い鉄板を
曲げてシャベルを作り、その先端に力を加える
と容易に曲がりません。どうして曲がりづらい
のか、興味がありますか。
５．まとめ
材料試験機の設計・製作し，その性能を評価する
とともに、それを活用して中学生と大学生を対象に
「紙ブリッジづくり」実施し、卓上材料試験機とし
て機能を実践にもとづいて検証した。その結果、引
張、曲げの試験機としての性能を有し、材料に作用
する荷重とその変位をリアルタイムに表示し、一斉
学習指導でも活用可能な材料試験機を開発できた。
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